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エージェンティックAIがもたらすメリット

サービス提供コスト
（C2S）の削減

透明性と 
予測精度の向上

リスク管理の監督
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実例

エージェンティックAIによって、サプライチェーン全体を最初から最後まで変革し、最適化する

ことができます。

•  新たなパターンを特定し、

需要予測をリアルタイムで

更新

•  在庫レベルを人間の介入

なしに自動で最適化

動的な需要予測

•  パフォーマンス指標（KPI）、コスト、

信頼性を評価

•  供給可能性、リスク状況、現在の

需要に関するインサイトを基に、

価格と納期を微調整

サプライヤー選定と交渉

•  資産使用率、労働力の確保状況、

ライン速度、資材供給に基づき、

業務を調整

•  センサーデータに基づく設備状

態の予知保全により、ダウンタイ

ムを削減

工場のスケジュール設定と
メンテナンス

•  交通状況、天候、燃料価格な

どの最新の条件に基づき、 
最適なルートを特定

•  輸送モードや資産で積載バラ

ンスを最適化し、コスト削減

と資産使用率の向上を実現

ルートと積載の最適化

購買管理 ロジスティクス 製造 物流 出荷
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エンタープライズAIエージェントの主要な柱

構築

•  信 頼できるデータを基 盤 に 
AIエージェントを構築

•  既存の投資を活用

•  インテリジェンスを備えたメタ

データシステムを統合

接続

•  コラボレーションを統合し、あら

ゆる場所からのAIエージェント活

用を実現

•  マルチエージェントワークフローを

整流化

•  AIエージェントの効果を組織全体

に拡張

管理

•  エンタープライズグレードの 
セキュリティとコントロールを実現

•  エージェントのライフサイクル全体

を管理

•  将来を見据えた柔軟性を確保し、

信頼性の高い大規模言語モデル

（LLM）フレームワークや各種標

準に対応
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導入に向けた主要手順

信頼できるデータを提供し、

AIが信頼できる成果を生み

出せるようにする

堅牢なインフラストラクチャを構築し、

複雑なデータ処理を簡素化

システム統合を強化し、

拡張性を高める

データガバナンスを強化し、

責任あるAIを実現

複数の接続に関わるセキュリティの

課題に対応し、保護を強化

複数のAIエージェント間でシームレ

スなコラボレーションを可能にし、 
パフォーマンスを最適化
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出典：インフォマティカおよびCognizant社、『AIエージェントによるサプライチェーンのレジリエンスとアジリティの促進』、2025年

インフォマティカで 
AIエージェントに命を
吹き込みましょう

詳細はこちら
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インフォマティカについて

インフォマティカ（Salesforceグループ）は、エンタープライズ向けAI搭載クラウドデータマネジメントに

おけるリーダー企業です。データカタログ、データ統合、データガバナンス、データ品質、プライバシー、

メタデータマネジメント、マスターデータマネジメント（MDM）など、インフォマティカが提供する幅広い

機能により、お客様はAI対応データを接続、管理、統合することが可能になります。インフォマティカは、

幅広いパートナーエコシステムの継続的なサポートと統合を通じ、お客様がデータとAIの価値を最大限

に引き出せるように支援しています。

Salesforceについて

Salesforceが提供する業界No.1のAI CRMにより、お客様は人工知能（AI）、データ、信頼の力を

基盤に、これまでとは異なるまったく新しい方法で顧客とつながることが可能になります。Salesforce
（NYSE：CRM）の詳細は、www.salesforce.com/jp をご覧ください。
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お問い合わせ

本社

〒105-6226 東京都港区愛宕2-5-1 

愛宕グリーンヒルズMORIタワー26階 

電話：03-6403-7600(代表) 

FAX：03-3433-1021
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